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このユニットでは、人間のコミュニティの性質に関わるような科学研究を取り上げます。人々
がグループに分かれて敵対し合うのはなぜなのか。多様な文化的背景を持つ人々が集まると、
相互理解は進むのか。「他人のうわさ話」はどんな役割を果たしているのか。調査や実験の結
果を参照しながら、考え対話します。
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コミュニティ

グループに分かれた争いを人間はいかにしてやめられるのか？

人はなぜ「うわさ話」が好きなのか？

「多文化共生」は寛容な社会を作るのか？
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このユニットで取り上げる専門家たちの研究は、ビジネスやテクノロジーの背後にある、人間
や社会の本質についての理解を促すものです。グループでのディスカッションには意味がある
のか。技術というのは、人間の思想や文化と無関係に生み出されるものなのか。人工知能はな
ぜ話題になっているのか。意外な事実に触れながら、考えていきます。

ビジネスとテクノロジー

グループ討議はアイデアの生産性を高めるのか？

人工知能はどこまですごいのか？

テクノロジーは思想や文化とは無関係に発展するのか？
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このユニットでは、スポーツと芸術に関する科学的な研究を取り上げます。サッカーのワールド
カップのように大きなスポーツ大会では、開催地を拠点とするチームが勝ちやすいとされています。
絵画には、現実の風景や人物以上のリアリティが感じられることもあります。これらは我々が日々
経験していることですが、そのメカニズムを科学的に説明することは、実は簡単ではありません。

スポーツと芸術

スポーツで「地元チーム」が勝ちやすいのはなぜなのか？

芸術はどのようなメカニズムで人の心を動かすのか？
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